
いっぽいっぽ男女共同参画ひろば
市では富士見市男女共同参画推進条例を制定し、性別にかかわらず、個人の能力が尊重される
社会をめざして“いっぽいっぽ”  取組みを進めています。　　 問 人権・市民相談課　☎○内271

富
士
見
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン（
第
４
次
）を
策
定

基
本
目
標
Ⅰ

基
本
目
標
Ⅱ

基
本
目
標
Ⅲ

基
本
目
標
Ⅴ

基
本
目
標
Ⅳ

　
市
は
平
成
20
年
に
富
士
見
市

男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
を
制

定
、
平
成
22
年
に
は
富
士
見
市

男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン（
第
３

次
）を
策
定
し
、
市
民
協
働
で

男
女
共
同
参
画
を
推
進
し
て
き

ま
し
た
。
本
プ
ラ
ン
は
、
こ
れ

ま
で
の
施
策
の
進し

ん

捗ち
ょ
く

状
況
や

成
果
を
踏
ま
え
、
取
り
組
む
べ

き
課
題
や
社
会
情
勢
の
変
化
に

対
応
す
る
た
め
に
策
定
し
ま
し

た
。
計
画
期
間
は
令
和
３
～
12

年
度
で
、
中
間
年(

令
和
７
年

度)

に
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
社
会
を
進
め
る

意
識
づ
く
り

　
性
別
に
か
か
わ
り
な
く
、
す

べ
て
の
人
が
尊
重
さ
れ
、
個
性

と
能
力
を
発
揮
で
き
る
男
女
共

同
参
画
社
会
の
実
現
の
た
め
、

固
定
的
な
性
別

役
割
分
担
意
識

の
解
消
に
取
り

組
み
ま
す
。

男
女
の
人
権
を

尊
重
し
た
ま
ち
づ
く
り

　
一
人
ひ
と
り
が
互
い
の
人
権

と
多
様
性
を
尊
重
し
、
そ
の
人

ら
し
く
生
き
ら
れ
る
よ
う
、
家

庭
・
学
校
・
職
場
・
地
域
な
ど

で
の
あ
ら
ゆ
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

防
止
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
多
様
な
性
へ
の
理
解

促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
生
涯

に
わ
た
り
心
身
と
も
に
健
康
で

暮
ら
す
た
め
、
性
と
生
殖
に
関

す
る
健
康
と
権
利
の
啓
発
を
進

め
ま
す
。

配
偶
者・
パ
ー
ト
ナ
ー
等
か
ら

の
暴
力
の
な
い
ま
ち
づ
く
り

　
配
偶
者
や
パ
ー
ト
ナ
ー
な
ど

の
親
し
い
間
柄
で
も
、
暴
力
は

重
大
な
人
権
侵
害
で
す
。
身
体

的
暴
力
だ
け
で
な
く
、精
神
的・

経
済
的
な
暴
力
な
ど
も
Ｄ
Ｖ
で

あ
る
こ
と
を
周
知
し
、
相
談
窓

口
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

あ
ら
ゆ
る
分
野
に
男
女
共
同
参

画
で
き
る
環
境
づ
く
り

　
政
治
・
職
場
・
地
域
社
会
な

ど
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
、

男
女
が
と
も
に
責
任
を
担
い
つ

つ
、
多
様
な
意
見
を
政
策
な
ど

に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
政
策
・

方
針
決
定
過
程
へ
の
女
性
の
参

画
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
す
べ
て
の
人
に
大
切

な
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
を
推
進
す
る
た
め
、
仕
事
と

家
庭
生
活
を
両
立
で
き
る
よ
う
、

支
援
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

地
域
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画

の
ま
ち
づ
く
り

　
幅
広
い
世
代
や
多
様
な
地
域

住
民
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
や
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
応
じ
て
、
地

域
の
活
動
に
参
画
で
き
る
機
会

や
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
災
害
時
に
は
女
性
や

高
齢
者
、
子
ど
も
な
ど
、
多
様

な
ニ
ー
ズ
に
配
慮
し
た
避
難
所

の
運
営
や
支
援
が
必
要
な
た
め
、

防
災
に
関
す
る
政
策
・
方
針
決

定
の
過
程
や
防
災
現
場
で
の
女

性
の
参
画
を
進
め
ま
す
。

自分らしく輝ける社会へ
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�「男だから」「女だから」などと
言った／言われたことがある
�残業や休日出勤が多いと家事や育
児にかかわれなくても仕方がない
�女性はいくら仕事ができても、家
庭を優先した方がよい
�町会や自治会では男性がリーダー
になった方がよい
お茶出しや片づけは女性の役目だ

�保護者参観や PTA 活動は女性に
任せておけばよい
�部活動のマネージャーは、女性の
方が向いている
災害対応や多大な残業、責任ある
仕事は男性が引き受けるべきだ
対外的な面から、組織の役職は男
女同数がよい
�結婚後の姓の変更に抵抗がある

あなたの身近なジェンダー
男は強くたくましく、女はやさ
しくおしとやか？
　「男性は仕事」「女性は料理・洗濯・育児」
など、社会的・文化的につくられた性別を「ジ
ェンダー」といいます。自分の気持ちや他
者の考え方、生き方について、ジェンダーを
超えて「その人らしさ」を尊重できていま
すか。右の項目を通して考えてみましょう。

一
人
ひ
と
り
の
人
権
が
尊
重

さ
れ
、
誰
も
が
個
性
と
能
力

を
発
揮
で
き
る
富
士
見
市
へ

富士見市の男女平等に関する意識
令和元年度男女共同参画に関す
る市民意識調査から
　各分野の男女の平等感は、最も「平等」
のポイントが高いものでも「学校教育」の
48.2％にとどまり、全ての分野で「男性
が優遇」が「女性が優遇」を上回りました。
特に「政治」「社会通念や習慣・風習など」
で大きな差が出ています。 0 20 40 60 80 100(%)

無回答

どちらとも
言えない

男性が優遇

女性が優遇

平等

社会全体

政治

社会通念や
習慣・風習など

法律や制度

地域活動
(町会など)

学校教育

職場

家庭生活 32.5
3.1

1.4

2.4

3.0

1.1

4.1

3.7

3.7
28.5 32.2

20.5 37.7 30.8 7.0

48.2 5.5 36.8 8.0

29.4 18.8 43.3

21.0 27.14.8 40.7 6.4

8.5 51.4 31.6

9.3 56.4 27.7 5.5

8.4 43.8 38.8 5.3

5.4

6.1

家庭生活

職場

地域活動
（町会など）
法律や制度

学校教育

社会通念や
習慣・風習など

政治

社会全体

平等

女性が優遇

男性が優遇
どちらとも
言えない
無回答

詳しくは市
ホ ー ム ペ
ージをご覧
ください。


